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次期X線天文衛星計画NeXTに搭載されるX線望遠鏡システム（XRT）の開発の現状について報告する。NeXT
は 2013年打ち上げを目指し、2008年 6月の時点でプロジェクト移行の審査中である。
NeXT/XRTは 0.5∼80keV領域をカバーする。10keV以上の硬 X線領域では初の撮像観測になり、口径 40cm/

焦点距離 12mの多層膜硬 X線望遠鏡（HXT）を 2台搭載する。焦点面には Si+CdTe硬X線イメージャーが搭載
される。2台の軟X線望遠鏡（SXT）（口径 40cm/焦点距離 6m）の焦点面には、X線マイクロカロリーメーターと
X線 CCDを搭載する。
NeXT計画は 2008年 5月にシステム定義審査を終了し、XRTについても性能要求や設計等について詳細な検討

を行った。有効面積要求は HXTは 300cm2(30keV、2台合計)、SXTは 400cm2(6keV、1台あたり)、結像性能要
求はいずれも 1.7 分角 (HPD)、エネルギー帯域要求はHXTが 5–60keV、SXTは 0.5–10keVである。これに基き、
ミラー（名古屋大・NASA/GSFC）、ハウジング（愛媛大）、迷光防止用プレコリメーター（ISAS/JAXA）、温度
環境保持用サーマルシールド（名古屋大）、さらに地上較正実験（SPring-8、ISAS/JAXA）について、担当機関に
おいて詳細設計・基礎開発が開始された。
ミラー部については、HXTは専用成膜装置が導入され、2008年度中に製作施設の整備が完了する予定である。

SXTについては、担当機関であるNASA/GSFCにおいて基礎開発が始まっている。


